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近
来
四
十
余
年
お
ぼ
え
が
き

岩
松
研
吉
郎



「
年
譜
」
「
目
録
」
と
、
こ
と
あ
ら
た
め
て
し
る
す
程
の
年
歯
・
閲
歴
と
い
え
な
い
。
が
、
義
塾
文
学
部
文
学
科
(
今
は
人
文
社
会
学
科
文

学
系
)
と
そ
の
嚢
文
学
会
を
さ
る
に
あ
た
っ
て
一
分
冊
で
記
念
し
て
い
た
だ
く
の
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
か
ら
、
ひ
と
つ
の
節
折
と
し

て
、
こ
の
間
の
こ
と
を
報
告
す
る
必
要
は
あ
る
、
だ
ろ
う
。
お
ぼ
え
が
き
の
形
で
の
べ
る
こ
と
と
す
る
。

一
九
四
三
年
う
ま
れ
だ
か
ら
、
も
の
心
つ
い
て
ず
っ
と
「
戦
後
」
の
気
分
と
教
育
の
中
で
そ
だ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
何
に
つ
い
て
も

た
て
つ
く
を
可
と
し
、
ま
た
そ
れ
が
そ
れ
な
り
に
是
と
さ
れ
、

の
中
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
気
楽
さ
は
、
あ
る
部
分
今
に
い
た
っ
て
い
る
。

六
二
年
、
義
塾
工
学
部
(
今
の
理
工
学
部
)
に
入
学
、
二
年
次
ま
で
で
転
部
し
て
、
六
四
年
春
、
文
学
部
文
学
科
国
文
学
専
攻
二
年
に
は

い
っ
た
。
六
七
年
に
卒
業
し
て
、
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
の
修
士
課
程
に
進
学
、
六
九
年
に
修
了
、
博
士
課
程
に
は
い
り
、
七
三

右
の
一
O
年
程
の
時
間
は
、
大
雑
把
に
い
っ
て
、
半
分
を
学
生
運
動
活
動
家
と
し
て
す
ご
し
、
半
分
を
学
生
・
院
生
と
し
て
の
勉
強
に
あ

-III-

年
三
月
ま
で
在
籍
し
た
。

て
た
、
と
な
ろ
う
か
。
両
面
は
、
自
分
で
は
交
錯
さ
せ
て
い
た
つ
も
り
で
、
文
芸
・
文
化
研
究
に
つ
い
て
、
歴
史
社
会
学
的
・
文
献
学
的
・

民
俗
学
的
・
言
語
学
的
等
々
の
諸
方
法
で
の
み
わ
た
し
を
ま
な
ん
だ
が
、
そ
れ
ら
は
結
局
、
今
に
い
た
る
ま
で
の
混
靖
雑
学
と
な
っ
た
、
と

も
い
え
る
。

そ
れ
で
も
、
そ
の
聞
に
、
こ
の
国
の
社
会
制
度
で
も
あ
る
文
化
・
文
芸
に
つ
い
て
は
「
和
歌
」
そ
し
て
「
短
歌
」
が
基
軸
の
ひ
と
つ
だ
、

と
い
う
見
地
が
さ
だ
ま
っ
た
。
学
部
卒
業
論
文
「
『
為
兼
卿
鹿
百
首
』
論
」
(
後
に
童
文
学
会
発
表
、
六
九
年
七
月
)
、
修
士
論
文
「
藤
原
為

兼
論
序
説
」
は
、
折
口
信
夫
の
「
短
歌
本
質
」
の
概
念
を
、
い
わ
ゆ
る
京
極
派
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、
「
(
制
度
)
和

歌
」
と
「
(
折
口
信
夫
リ
釈
沼
空
)
短
歌
」
と
は
、

つ
づ
け
て
か
ん
が
え
て
ゆ
く
主
題
と
し
て
、
七
三
年
四
月
に
非
常
勤
講
師
、
七
四
年
四



月
に
助
手
に
任
用
さ
れ
て
以
来
、
講
義
・
演
習
の
ど
れ
か
で
と
り
あ
げ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
七
七
年
助
教
授
、
九
二
年
教
授
以
後
も
同
様
で
、

こ
の
数
年
の
講
義
の
ひ
と
つ
も
和
歌
原
論
と
い
う
べ
き
も
の
だ
。

右
に
つ
い
て
の
調
査
・
整
理
・
分
析
と
し
て
か
い
た
り
発
表
し
た
も
の
は
次
の
と
お
り
。
ー
「
折
口
信
夫
旧
蔵
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
・
林

下
集
翻
刻
」
(
『
雲
文
研
究
』
三
三
号
、
七
四
年
二
月
、
川
村
晃
生
氏
と
共
編
)
、
「
釈
沼
空
全
歌
集
の
計
画
」
(
国
文
学
研
究
会
発
表
、
七
四

年
六
月
)
、
「
『
景
物
』の
周
辺
|
言
語
規
範
と
し
て
の
国
家
」
(
『
詩
と
評
論
』一
号
、
七
四
年
八
月
)
、
「
『
年
号
』
と
『
四
季
』
|
天
皇
制
論

の
周
辺
」
(
『
第
三
文
明
』
、
七
五
年
二
月
)
、
「
古
典
和
歌
」
(
『
日
本
の
古
典
』
一
七
巻
、
世
界
文
化
社
、
七
六
年
五
月
)
、
「
『
倭
を
ぐ
な
』
論

ー
そ
の
周
辺
」
(
『
国
文
学
』
、
七
七
年
六
月
)
、
「
釈
這
空
『
東
京
詠
物
集
』
を
め
ぐ
っ
て
l

よ
み
の
こ
こ
ろ
み
」
(
『
嚢
文
研
究
」
四O
号
、

八
O
年
九
月
)
、
「
短
歌
的
叙
情
は
乗
り
超
え
ら
れ
た
か
」
(
座
談
会
、
『
詩
と
思
想
』一
一
号
、
八
O
年
二
一
月
)
、
「
『
題
』
|
和
歌
に
つ
い

て
の
ノ
l

ト
」
(
『
三
色
旗
』
、
八
一
年
六
月
)
、
「
玉
葉
和
歌
集
」
(
『
新
編
国
歌
大
観
』

一
、
角
川
書
店
、
八
三
年
二
月
、
福
田
秀
一
氏
と
共
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編
)
、
「
花
は
何
色i

和
歌
史
の
一
側
面
」
(
童
文
学
会
発
表
、
八
四
年
六
月
)
、
「
窓
の
周
辺
|
京
極
派
歌
風
の
一
面
」
(
『
塞
文
研
究
』
四
六

号
、
八
四
年
一
一
一
月
)
、
「
重
家
集
」
「
林
下
集
」
(
『
新
編
国
歌
大
観
』
三
、
角
川
書
店
、
八
五
年
三
月
、
川
村
晃
生
氏
と
共
編
)
、
「
万
葉
旅
行
」

「
身
毒
丸
」
(
「
別
冊
国
文
学
・
折
口
信
夫
必
携
』
、
八
七
年
五
月
)
、
「
『
倭
を
ぐ
な
』
に
つ
い
て
ー
そ
の
一
面
」
(
『
短
歌
」
、
八
七
年
二
月
)
、

「
二
十
八
品
並
九
品
詩
歌
」
(
『
新
編
国
歌
大
観
』
一O
、
角
川
書
店
、
九
二
年
四
月
、
中
川
博
夫
氏
と
共
編
)
、
「
、
運
空
|
戦
争
と
戦
後
」
(
『
短
歌
』
、

九
三
年
一
一
月
)
、
「
沼
空
と
応
制
歌
」
(
国
文
学
研
究
会
発
表
、
O
三
年
一
一
月
)
、
「
沼
空
短
歌
|
昭
和
二
十
年
」
(
『
三
国
文
学
』
七
五
号
、

O
三
年
一
一
月
)
、
「
釈
沼
空u
折
口
信
夫
の
〈
承
詔
必
謹
〉
詠
」
(
国
文
学
研
究
会
講
演
、
O
八
年
二
月
)
。

大
学
院
生
の
問
、
七
二
年
度
か
ら
は
、
義
塾
国
際
セ
ン
タ
ー
で
留
学
生
へ
の
日
本
語
教
育
の
非
常
勤
講
師
に
な
っ
て
、
日
本
語
学
の
に
わ

か
勉
強
を
し
な
が
ら
お
し
え
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。



七
五
年
ま
で
つ
づ
け
た
後
、
八
四
年
か
ら
九
五
年
ま
で
ま
た
担
当
し
た
。
日
本
語
教
育
学
と
い
う
分
野
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
の
を
、
手
つ

だ
い
の
立
場
で
傍
観
し
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
か
ら
、
私
は
そ
の
面
の
専
門
研
究
は
し
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
教
材
の
準
備
・
整
理
や
教
室

の
経
験
の
中
か
ら
、
全
般
的
に
は
現
代
日
本
語
の
運
用
の
問
題
、
特
定
に
は
マ
ン
ガ
の
言
語
の
問
題
へ
の
関
心
が
生
じ
て
、
そ
こ
か
ら
、
次

の
よ
う
な
あ
れ
こ
れ
を
か
い
た
り
は
な
し
た
り
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
外
か
ら
見
た
日
本
語
」
(
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
、
『
三
田
評
論
』
、
八
四
年
六
月
)
、
『
磯
野
家
の
謎
』
(
飛
鳥
新
社
、
九
二
年
一
二
月
。
後

に
集
英
社
文
庫
・
九
五
年
、
日
本
文
芸
社
パ
ン
ド
ラ
新
書
・

O
五
年
)
、
『
磯
野
家
の
謎
・
お
か
わ
り
』
(
飛
鳥
新
社
、
九
三
年
三
月
)
、
『
日

本
語
の
化
学
』
(
ぶ
ん
か
社
、
O

一
年
四
月
。
後
に
改
版
・
改
題
し
て
『
日
本
語
の
化
学
」
、
日
本
文
芸
社
パ
ン
ド
ラ
新
書
・O
五
年
)
、
「
自

由
な
言
葉
、
寛
容
な
日
本
語
」
(
『
黙
』
、O
二
年
九
月
)
、
「
気
に
な
る
「
日
本
一
語
』
に
ど
う
向
き
合
う
か
」
(
座
談
会
、
「
三
田
評
論
』
、

O
四

O
六
年
二
月
)
。

-v-

年
一
O
月
)
、
「
ゆ
れ
る
日
本
語
、
ず
れ
る
日
本
語
」
(
『
文
嚢
春
秋
』
臨
時
増
刊
、O
五
年
三
月
)
、
「
ち
ゃ
ぶ
だ
い
と
は
ん
台
」
(
『
遊
歩
人
』
、

な
お
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
九
四
年
か
ら
九
七
年
度
ま
で
白
百
合
女
子
大
学
文
学
部
児
童
文
化
学
科
で
お
こ
な
っ
た
講
義
も
、
主
に
子
供

マ
ン
ガ
に
つ
い
て
だ
っ
た
。

一
方
、
文
化
学
院
文
学
科
に
は
、
七
七
年
度
か
ら

O
四
年
度
ま
で
、
な
が
く
出
講
し
、
中
世
諸
分
野
の
話
を
し

て
い
た
け
れ
ど
、
こ
こ
で
も
、
言
語
文
化
史
に
重
点
を
お
く
形
に
な
っ
て
い
っ
た
の
は
、
上
の
事
情
が
か
か
わ
っ
て
い
た
、
だ
ろ
う
。

学
部
・
大
学
院
で
の
担
当
は
、
主
と
し
て
中
世
の
和
歌
・
軍
記
・
説
話
と
文
学
史
等
。
和
歌
に
関
し
て
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
院
政
期
か

ら
南
北
朝
期
頃
(
と
く
に
い
わ
ゆ
る
新
風
和
歌
)
を
中
心
と
し
、
散
文
分
野
で
は
、
軍
記
と
そ
の
周
辺
の
説
話
・
伝
承
・
芸
能
台
本
(
と
く

に
い
わ
ゆ
る
判
官
物
)

の
講
義
・
演
習
が
お
お
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
言
葉
に
即
し
て
の
「
よ
み
」
、
言
語
文
化
史
・
文
芸
史
の
「
し
か
け
」
「
し

く
み
」
を
も
っ
ぱ
ら
問
題
と
し
て
き
た
か
ら
、
テ
ク
ス
ト
の
周
辺
・
基
盤
を
低
佃
し
、
ま
と
ま
り
を
ま
だ
ほ
と
ん
ど
つ
け
て
い
な
い
。
今
の



と
こ
ろ
、
次
の
程
度
、
だ
。

「
社
会
史
と
日
常
|
網
野
善
彦
の
近
業
を
め
ぐ
る
テ
キ
ス
ト
論
ノl
ト
」
(
「
三
田
国
文
』
四
号
、
八
五
年
一O
月
)
、
「
母
と
子
の
間l

『
義

経
記
』
ノ
l

ト
・

1

」
(
『
三
回
国
文
』
七
号
、
八
七
年
六
月
)
、
「
巻
六
の
静
に
つ
い
て
!
『
義
経
記
』
ノ
l

ト
・

2

」
(
『
嚢
文
研
究
』
五
七

号
、
九
O
年
三
月
)
、
「
義
経
と
芸
能
説
話
」
(
説
話
文
学
会
例
会
発
表
、
九
一
年
四
月
)
、
「
ニ
ッ
ポ
ン
古
典
、
つ
ひ
や
ま
ふ
み
」
(
『
ノ
!
サ
イ
ド
」
、

九
四
年
二
一
月
)
、
「
『
平
家
物
語
』
の
謡
跡
を
訪
ね
る
」

一1

一
二
(
『
観
世
』
、
九
八
年
四
月
1

九
九
年
三
月
)
、
「
巡
礼
記
研
究
の
視
界
」
(
『
巡

礼
記
研
究
』

一
号
、
O
四
年
二
一
月
)
、
「
九
月
の
感
情
」
(
『
三
色
旗
』
、
O
五
年
九
月
)
。

く
わ
え
て
の
諸
点
。
八
八
年
度
か
ら
は
、
中
世
文
芸
と
関
連
諸
学
研
究
の
た
め
に
、
義
塾
内
外
の
わ
か
い
友
人
・
院
生
・
学
生
と
共
に
、

毎
月
「
慶
応
義
塾
中
世
文
学
研
究
会
」
を
ひ
ら
い
て
き
て
、
き
た
る

O
九
年
三
月
の
終
固
ま
で
で
二
二
六
回
と
な
る
筈
で
あ
る
。
私
の
何
回

か
の
報
告
を
ふ
く
め
た
内
容
一
覧
は
、
こ
こ
に
は
む
ろ
ん
し
る
す
筋
合
で
な
い
が
、
そ
こ
で
議
論
を
か
わ
し
た
諸
君
の
何
人
も
が
本
分
冊
に

-VI-

成
果
の
一
端
を
し
め
し
て
い
る
。

ま
た
、

一
O
年
前
に
は
じ
め
た
大
学
院
博
士
課
程
の
巡
礼
記
・
寺
社
縁
起
の
演
習
は
、
こ
れ
も
塾
外
若
手
研
究
者
が
く
わ
わ
っ
て
、
「
巡

礼
記
研
究
会
」
な
る
小
学
会
に
発
展
し
、
O
四
年
か
ら
研
究
誌
の
刊
行
・
研
究
集
会
の
開
催
を
つ
づ
け
て
い
る
。
会
の
主
要
課
題
の
『
建
久

巡
礼
記
』
の
総
合
注
釈
が
、
本
年
度
ま
で
に
し
あ
が
ら
な
か
っ
た
点
は
、
O
五
年
に
は
じ
め
た
徳
川
記
念
財
団
と
の
「
『
幕
朝
年
中
行
事
歌
合
』

研
究
会
」
で
の
同
歌
合
注
釈
が
い
ま
だ
半
途
で
あ
る
の
と
お
な
じ
く
、
私
に
す
く
な
く
も
一
半
の
責
任
が
あ
る
が
、
ち
か
い
成
業
を
期
す
る

し
か
な
い
。

随
分
と
以
前
か
ら
の
会
と
し
て
は
、
と
お
く
六
七
年
夏
の
通
信
教
育
学
生
自
治
会
の
自
主
講
座
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
依
頼
さ
れ
た
こ

と
に
発
す
る
、
今
は
「
三
田
国
文
学
研
究
会
」
と
名
の
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
沢
山
の
テ
ク
ス
ト
の
講
読
を
し
て
き
で
、
現
在
は
『
源
氏



物
語
』
第
三
部
を
よ
み
は
じ
め
て
五
年
余
、
「
宿
木
」
ま
で
き
て
い
る
が
、
こ
れ
も
前
途
な
お
、
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

「
三
田
文
学
会
」
は
、
学
部
・
専
攻
と
直
接
つ
ら
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
前
次
刊
行
期
の
七
五
・
七
六
年
に
「
私
の
中
の
古
典
」
「
戦
後

の
文
学
を
語
る
」
各
シ
リ
ー
ズ
の
イ
ン
夕
、
ヴ
ュ
l

ア
l

を
計
一
O
回
つ
と
め
て
以
来
の
か
か
わ
り
で
、

エ
ッ
セ
イ
・
書
評
等
を
か
き
、
こ
の

数
年
程
は
運
営
に
も
関
与
し
て
き
た
。
関
連
し
て
、
国
文
学
専
攻
で
だ
し
た
『
三
田
文
学
の
系
譜
』
(
三
弥
井
書
店
、
八
八
年
二
一
月
)
に
「
資

料
・
水
上
瀧
太
郎
在
外
書
簡
l

仙
波
均
平
宛
」
を
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る
。

以
上
の
他
、
辞
・
事
典
の
項
目
、
書
評
、
教
材
、
諸
講
座
・
団
体
の
冊
子
・
資
料
等
は
、
省
略
に
し
た
が
う
。

ー
ー
ー
総
じ
て
、
ま
こ
と
に
前
世
紀
・
前
時
代
の
気
楽
日
ず
ぼ
ら
の
軌
跡
と
い
う
他
は
な
い
。
四
迷
の
、
勤
勉
と
真
面
目
は
ひ
と
し
い
わ
け

で
は
な
い
、
と
の
言
を
つ
け
く
わ
え
て
も
、
お
そ
い
よ
う
で
あ
る
。
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